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埼
玉
県

-E
蔵
嵐
山
の
国
立
婦
人
教
育
会
館
(
縫
回
時
子
館
長
)

で
は
二
月
十
八
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
一
一
百
問
、
「
高
齢
化
社
会
を

迎
え
ず

T
1高
齢
化
社
会
の
中
で
の
私
た
お
課
題
」
を
テ

lz

三
回
目
の
「
全
国
婦
人
教
育
交
流
塁
E
」
が
開
か
れ
た
。
今
回
は
、

婦
人
を
取
り
ま
く
今
日
的
課
題
の
中
か
ろ
、
特
に
高
齢
化
盤
固
に
ス

ポ
ッ
ト
妻
て
自
分
た
妻
取
り
ま
く
問
題
』
躍
男
、
そ
れ
を

解
決
す
る
に
は
ど
の
よ
つ
に
し
た
ら
よ
い
か
、
活
動
の
成
果
や
展
望

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
婦
人
の
生
涯
教
育
の
確
立

を
求
め
、
高
齢
化
社
会
の
巾
で
の
婦
人
の
新
し
い
生
き
方
を
考
え
よ

、
2
い
う
も
の
。
今
回
は
、
一
喫
義
主
円
円
V

名
を
超
え
る
申
込

み
者
の
中
か
ら
九
七
名
令
2
D男
性
三
名
)
が
参
加
、
熱
心
な
話
し

合
い
が
行
わ
れ
た
。

の
問
題
や
男
性
の
自
立
問
題
な
ど
も

出
て
来
て
、
女
性
E
の
関
還
問
題
に

も
鉱
が
り
が
見
ら
れ
、
大
変
い
い
結

果
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
女
性

の
意
識
の
中
に
、
婦
人
に
対
す
る
関

長
の
一
つ
だ
と
一
言
え
享
JO

F

め
劃
題
意
識
が
申
比
着
し
て
い
る
か
ち
だ
と

に
は
外
見
、
精
神
的
に
も
若
々
し
い
思
い
ま
す
。

方
が
多
か
っ
た
の
が
嬉
し
く
思
い
ま
総
数
九
十
七
名
中
男
性
が
た
つ
た

す
。

三

人
と
は
淋
し
い
事
で
す
が
、
今
後

前
二
回
は
国
際
婦
人
年
を
テ
1
7

に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
参
加

総
量

に
取
り
上
げ
、
今
回
は
高
齢
化
社
会
。
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
、
各
地
に
帰
ら
れ

「
高
齢
告
会
を
迎
え
て
」
志
高
齢
化
社
会
は
女
性
の
間
閉
と
量
一
一
門
そ
れ
ぞ
れ
の
課
事
」
取
り
一
容
と
と

中
で
の
塾
包
括
課
埴
と
い
う
テ
1

わ
れ
ま
す
が
、
女
性
迄
志
っ
た
く
離
も
に
、
こ
と
で
逢
わ
れ
た
人
選
と
の

「
マ
と
の
関
連
性
が
大
き
い
と
思
い
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
議
諭
さ
れ
る
の
で
は
横
の
つ
な
が
り
も
大
切
に
し
、
当
館

一
す
が
、
参
加
者
の
平
均
笠
原
、
昨
な
い
か
と
い
う
危
悦
が
、
私
ど
も
に
で
の
絡
媛
、
学
習
房
夫
い
に
役
立
て

一
年
の
交
流
塁
走
民
べ
て
十
歳
も
高
な
か
っ
た
と
は
事
え
ま
せ
ん
。
し
か
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

-
い
と
い
う
事
が
、
今
年
の
大
き
な
特
し
、
フ
タ
を
開
け
て
み
る
と
、
夫
と

い
い
結
果
に
満
足

日
い
い
い
に
大
野
曜
事
業
課
長

開
会
に
あ
た
り
同
館
の
縫
田
館
長
は
「
一
一
狭
義
で
自
分
で
苦
労

し
て
作
文
を
書
い
て
の
参
加
だ
け
に
、
熱
意
の
あ
る
人
た
世
が
多
い

は
ず
。
乙
の
三
日
で
学
ぶ
こ
と
を
、
是
非
、
各
地
減
に
持
っ
て
帰
り

活
動
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

同
襲
出
は
第
百
目
は
「
来
る
べ
き
高
齢
化
埜
ロ
」
を
テ
l
マ
に

パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
y
シ
ョ
ン
、
二
日
自
は
テ
l
マ
ご
と
に
五
部
会
に

分
か
れ
て
の
討
議
(
第
一
部
会
「
健
康
・
福
祉
」
助
言

・
司
会
H
老

年
医
学
研
究
所
、
田
中
多
聞
氏
、
第
二
雲
「
家
庭
・
家
族
」
同
日
甲

南
大
学
教
授
・
噌
問
主
口
氏
、
第
三
部
会
「
経
済
・
就
労
」
同
H
N

H
K解
説
委
員
・
東
浦
め
い
氏
、
第
阿
部
会
「
埜
亘
参
加
」
同
H
東

京
都
老
人
総
合
研
究
所
益
事
部
長

・
前
回
大
作
氏
、
第
五
部
会
学

習
」
同
H
墓
泉
学
芸
大
教
貫
子
部
教
浸

・
小
林
文
人
氏
)

C

三
日
目

ッ
チ
で

パ
ネ
ラ
1
は
、
東
京
都
老
人
総
合

研
究
所
社
会
学
部
長

・
前
回
大
作

氏
、
早
大
学
茎
子
部
護

・
増
田

後

第一日自の公開シンポジウム

選
ば
れ
た
参
加
者

縫
田
館
長

あ
い
さ
つ

一層
住
は
ら
ず
楽
し
く

乙
の
国
立
婦
人
教
育
会
館
も
今

年
の
十
一
月
で
五
年
回
を
迎
え
ま

す
。
日
本
各
地
の
方
た
ち
、
外
国

か
ら
も
多
く
の
方
た
ち
が
来
館

し
、
そ
の
数
は
四
十
万
に
も
な
り

ま
し
た
。
当
館
は
、
各
自
が
研
究
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
持
ち
込
み
、
施
設
や
資
料

を
利
用
し
な
が
ら
学
ぶ
シ
ス
テ
ム

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
年
に
数

回
、
当
館
土
産
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
、
各
地

の
益
百
教
育
責
を
通
じ
て
の

推
せ
ん
方
式
を
取
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
乙
の
本
会
開
豊
富
だ

け
は
新
聞
や
他
の
マ
ス
コ
ミ
を
通

じ
て
の
一
喫
鼻
で
す
。
し
か
も

論
文
つ
き
の
募
集
で
す
。
と
い
う

ζ
と
は
、
と
の
会
合
に
大
変
な
意

欲
を
待
っ
て
参
加
し
た
と
い
う
と

と
を
一
示
め
し
て
お
り
、
三
円

δ
数

名
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
一

(ハむ
人

で
も
あ
る
わ
け
で
す
。
年
齢
職

業
、
地
域
な
ど
広
い
届
に
な
る
よ

う
選
ば
せ
て
い
た
だ
膏
￥
や
レ
た
。

だ
か
ら
、
立
場
も
遣
い
、
車
広
れ

言語寄書aa百墨書事盟

で
来
る
。
地
域
差
万
解
体
に
よ
っ

て
、
同
柑
代
と
の
接
触
が
な
く
な
り
、

孤
独
に
陥
る
老
人
が
多
く
な
る
。
こ

う
し
た
孤
独
を
剛
の
型
で
怒
っ
手
立

て
も
考
-
え
て
置
か
ね
ば
な
A
忍
い
と

前
田
氏
。

親
と
子
の
同
居
問
題

轡
田
氏
は
、
高
齢
化
社
会
の
福
祉

体
制
を
考
え
る
時
、
日
本
人
の
永
ッ

ク
と
な
っ
て
い
る
親
と
子
の
同
居
に

つ
い
て
国
際
比
較
を
し
な
が
ら
語

る
。核
家
族
化
の
進
行
が
激
し
い
い
令
つ

に
見
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、

日
本
の
老
人
の
七
十
物
近
く
が
同
居

し
、
世
界
の
中
の
工
業
国
家
の
中
で

は
、
珍
レ
い
現
象
だ
と
い
う
。

の
全
体
会
で
は
、
分
科
会
の
報
告
》
達
予
」
め
が
行
わ
れ
た
。

現
在
の
老
人
問
題
は
女
性
の
問
題
と
も
冨
わ
れ
、
老
人
の
面
倒
を

み
て
い
る
人
の
八
七
物
が
妻
、
嫁
、
娘
と
い
っ
た
女
性
と
昔
F
わ
れ
て

い
る
。
出
生
率
の
低
下
、
寿
命
の
延
長
が
と
の
ま
ま
進
め
ば
、
や
が

て
高
齢
化
埜
宗
到
来
す
る
の
は
必
至
。
と
の
遊
け
る
こ
弁
あ
で
き

な
い
事
態
に
と
う
対
処
す
れ
ば
い
い
の
か
l
l。
間
祭
公
で
は
、
実

際
の
老
人
介
護
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
ゆ
く
ゆ
く

は
禁
身
に
ふ
り
か
か
る
老
年
期
に
お
け
る
対
策
な
ど
に
つ
い
て

よ
り
具
体
的
な
H

対
策
H

が
論
じ
ら
れ
た
。
(分
科
会
討
論
は
4
菌
)

縫回館長を囲んで。

た
環
第
に
あ
る
人
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
自
分
の
老

後
、
家
族
の
老
後
だ
け
を
考
え
る

の
で
は
な
く
、
高
齢
化
社
会
に
生

き
て
い
く
一
員
と
し
て
問
題
に

取
り
績
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

高
齢
化
埜
耳
は
婦
人
間
躍
と
い

わ
れ
る
と
お
り
、
高
齢
化
社
会
問

題
房
去
」
り
て
通
る
ζ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
さ
ま
ざ
章
宏
人
出
遅
い

賞
委
換
レ
、
問
罪
組
域
に

持
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
人
と
の
出

逢
い
を
大
切
に
し
、
肩
が
義
広
手
、

楽
し
い
イ
ン

・
フ
ォ
ー
マ
ル
な
会

に
な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま

す。

満期いろいろ
凶 E回回目

立食パーティでゲームをしながら情報交換

て
同
票
当
然
と
思
っ
て
い
る
園

・
ペ
別
居
が
当
然
と
患
っ
て
い
る
国

と
に
世
界
を
分
け
る
乙
と
が
で
き
る

と
い
う
。

日
本
、
朝
鮮
半
島
の
園
、
内
湾
、

中
園
、
イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア
の
一

部
と
い
う
さ
つ
に
、
広
い
意
味
で
は

儒
教
閣
が
同
居
。
宗
教
、
道
徳
と
い

っ
た
と
ζ
ろ
に
共
通
件
伊
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
。

情
緒
的
つ
な
が
り
は

し
か
し
、
同
居
の
仕
方
に
も
い
ろ

い
歪
め
り
、
日
本
の
さ
つ
に
撃
継

ぐ
平
供
と
親
が
同
居
レ
、
智
子
供

た
ち
は
独
立
し
て
家
を
出
て
い
く
型
実
と
し
て
は
同
居
が
難
し
い
埜
宮
に

と
、
中
国
、
イ
ン
ド
の
よ
つ
に
、
親
な
っ
て
い
る
こ
と
。
気
持
の
有
り
ょ

が
豊
富
間
は
長
男
、
次
男
三
男
っ
と
実
際
問
題
の
終
ぎ
に
、
日
本

が
結
婚
し
て
も

一
つ
の
家
に
住
む
却
の
高
齢
化
基
の
苔
ぎ
が
出
て
来

と
が
あ
る
。

る
と
い
う
。

ζ
p
uた
同
居
型
に
対
し
て
、
子

女
性
問
題
そ
の
も
の

-r
氏
供
む
頃
か
ら
独
字
転
義
く
た
た
き
東
浦
氏
は
「
老
人
問
題
は
女
性
問

y
h町
乍a大
岳
志
れ
て
い
る
西
欧
諸
国
で
は
別
居
世
と
い
う
視
点
で
話
し
季
J

す
め

均
一
弘

明

m-

る
百

r

l，
‘

，

惨

会
状
況
か
ら
、
主
婦
が
外
で
働
か
な

定

年

々

齢

の

引

上

げ

圃

鵬

首

「
前
田
先
生
の
さ
わ
れ
た
家
族
の
「
六
十
五
歳
以
占
有
配
望
率

タ

n日
-
P品、
当

、

。

:

け
れ
ば
な
是
い
状
態
に
な
っ
て
く
豪
華
引
き
一
あ
げ
勇
気

輔

介

護

男

の
壊
を
恩
返
し
て
み
る
を
見
室
喜
一
ニ
五

・
七
物
、
男

ト

m
U
4
2

‘，F
'
S
E
E
L」

る

。

ま

た

、

後

期

老

人

を

介

手

る

日

本

塁

ロ

の

宿

署

一

つ

。

定

年

年

!

と

、

子

供

の

数

が

減

っ

て

い

る

と

い

央

0
・
八
傷
。
女
躍
六
十
九
歳

.44削
州

ニ

ノ

ノ

4
4
J
1
lパ

子
供
の
年
齢
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
撃
雪
cあ
げ
る
と
と
に
よ
っ
て
霊
国
家
な
ら
竜
に
定
着
し
、

2
主
で
す
。
と
い
量
は
、
普
の
ま
で
に
半
分
が
書

X
に
な
っ
て
し

-

-

v

?

:
二

、

，

‘

，

!

-

‘

l
L

九
十
歳
の
動
け
な
い
嬰
ヱ
ハ
十
歳
の
基
負
担
を
議
す
る
乙
と
が
出
来
親
子
が
同
居
す
る
事
は
震
だ
が
、
殺
と
子
以
上
に
情
緒
的
な
部
分
で
の
ま
い
ま
す
。一

人
科
ろ
し
九
一
万
人

支

え

る

家

族

ま

力

不

足

?

?

い

う

き

ら

る

し

、

5
i
E一通
工

費

自

慢

基

で

つ

な

が

り

が

強

い

し

、

重

量

中

八

{

も

つ

一方
に
は
介

コ

ノ

よ

4
4
t心
b
t
E
一

ノ

一

ノ

B
F

し
か
し
、
一
人
が
一
人
の
薗
倒
を
見
じ
る
と
は
い
え
ま
い
か
。
同
居
で
き

R
i---君
主

に

よ

に

育

て
ら
れ
て
い
る
の
で
、
親
に
愛
護
者
と
し
て
の
女
性
の
立
場
が
あ

川
川
川
川
川
叩
山
川
川
川
山
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
山
山

m
m
M川

光
吉
氏
、

N
H
K解
説
委
員
・
東
浦
る
と
な
る
と
、
健
康
で
丈
夫
で
な
い
一
方
、
地
域
益
事
方
に
屈
を
向
る
と
、
工
業
の
発
展
は
同
居
し
な
い
葬
感
じ
て
い
る
。
高
校
生
を
調
査
り
、
年
老
い
た
空
大
と
の
介
護
、

山
親
雨
宮

BE露経
以

富

山

め
い

E司
会
)
。

高

官

ー

と

い

き

?

を

工

業

需

を

?

と

か

ら

雲

る

と

さ

え

事

一

れ

る

し

た

と

こ

ろ

、

八

1
九

i
言

語

2
1
9

川
川
川
川
川
川
山
川
川
山
口
U
川
川
川
川
川
川
川
町
山
川
け
け
山
口
川
仰
H
H山
川

「一一
O
一
五
年
に
は
老
人
ん
口
が
い
ま
ま
で
家
庭
が
支
え
て
来
た
お
室
電
話
っ
て
来
る
が
、
老
人
中
で
、
日
本
の
同
居
率
は
、
西
欧
諸
し
て
い
け
な
く
な
っ
た
ら
面
倒
を
見
る
か
な
ど
、
老
人
問
題
は
女
性
問
題

ニ
O
ニO
年
に
は
、
六
十
五
歳
以
う
に
、
老
人
の
介
護
、
老
後
の
経
済
の
葬
祭
会
に
お
け
る
問
題
提
起
の
現
在
の
倍
(
二
五
七
O
万
一
人
)
に
な
を
、
基
の
方
で
「
と
」
「
相
当
に
取
つ
て
は
、
地
域
一
芸
の
解
体
が
国
人
か
ら
号
と
奇
異
な
感
じ
で
受
る
と
一吉一白っ
て

い

ま

す

」

そ

の

も

の

で

す

」

よ
の
老
人
が
総
人
口
の
て
一
物
を
占
問
題
な
ど
、
女
性
で
あ
る
が
ゆ
え
に
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
来
る
べ
き
る
が
、
そ
の
中
で
も
八
十
五
歳
以
ょ
に
」
「
全
面
的
に
」
見
て
い
く
埜
E

大
き
な
間
関
、
職
業
生
活
が
な
く
け
止
め
ら
れ
で
さ
え
い
る
。

子

供
の
数
が
少
な
く
な
っ
た
点
全
国
社
会
福
祉
協
警
官
が
五
年
前

め
る
。
超
ス
ピ
ー
ド
で
手
き
つ
つ

ー味
あ
わ
な
け
れ
ば
な
患
い
芸
通
高
齢
化
社
会
」
が
、
第
一
日
目
に
一
の
超
老
人
:
:
議
老
年
人
口
の
倍
宿
祉
の
型
宗
必
要
で
あ
る
こ
と
か
な
っ
た
老
人
に
取
っ
て
は
、
地
域
社
員
に
荒
っ
ぽ
い
言
い
方
を
す
れ
で
、
昔
よ
り
さ
ら
に
親
と
子
が
離
れ
に
調
蒼
レ
た
老
人
介
携
実
態
調
査

あ
る
高
齢
化
埜
吉
対
す
る
対
応
策
実
シ
ス
テ
ム
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
般
公
開
で
行
わ
れ
た
。
加
が
さ
-
ろ
に
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
や
っ
強
調
さ
れ
る
。

会
生
買
家
庭
年
慣
が
中
心
に
な
っ
ば
:
:
:」

と
増
田
氏
は
前
霞
き
を
し
が
た
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
に
よ
る
問
題
点
が
紹
介
さ
れ
る
。

皆
無
に
等
レ
い
。
し
か
も
、
高
齢
化
乙
つ
し
た
問
題
に
、
今
後
ど
の
志
っ
て
来
る
と
と
が
大
き
な
問
題
」
と
い

基
は
女
性
の
問
題
と
zd
お
れ
る
よ
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
|三
日

間

う

の

は

前

田

弓

A

老

人

人

口

の

場

加

と

そ

れ

を

か

か

怯

氏

え
妻
家
族
関
係
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
フ
プ

倍

さ
れ
る
。

回

「
老
人
が
唱
え
る
一
方
、
そ
れ
を

増

支
え
て
来
た
家
康
の
均
か
弱
く
な
る

の
は
必
至
」
(
前
田
氏
)

な
ぜ
な
ち
、
子
供
の
数
が
減
っ
て

い
る
乙
と
が
第
一
に
あ
ぜ
つ
れ
る
。

と
い
う
と
と
は
、
社
会
房
」
支
え
る
中

年
の
労
働
力
の
低
下
、
そ
の
他
の
社

、』E
'
-
R
-
R岳聞

こ
の
と
こ

E
R
-
ろ
中
国
残
留
日
本
人
孤

-
J
1
一
児
の
切
実
な
訴
え
弁
筋

一
aコ
一

静
を
毎
日
テ
レ
ビ
で
み

7
ハ
四

て
ハ
ラ
ハ
ラ
し
ず
あ
。

一

a町
一

あ
す
帰
国
と

U
Z元

f
h
l
u
ん
場
で
成
田
の
ホ
テ
ル

に
駈
り
つ
け
た
オ
パ
さ

一
ん
と
H

ヨ
ク
ち
ゃ
ん
μ

と
の
劇
的
な

一
対
面
、
オ
パ
さ
ん
の
さ
わ
や
か
な
表

一
情
も
場
面
を
明
る
く
し
て
心
か
ら

一
ヨ
カ
ッ
タ
と
思
っ
た
。
反
面
、
肉
親

一
に
会
え
な
か
っ
た
人
た
ち
の
漢
は
や

一
り
切
れ
な
か
っ
た
。
「
私
は
自
ウ
む

一
て
い
ま
す
。
決
し
て
と
迷
惑
は
か
り

一
ま
せ
ん
。
た
だ
一
回
会
い
た
い
の
で

子
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
、
娘
が
や
っ

一
て
来
た
の
で
す
。
会
い
に
来
て
/」

一
親
は
も
っ
い
な
い
の
か
、
あ
る
い
は

一
会
え
な
い
事
情
で
も
:
;
胸
が
痛
ん

二、

th
E
E

一

台
合
合

戦
後
、
東
京
の
盛
田
帽
に

結
婚
も
犠
牲
に
し
て

一
部
討
議

‘

一
境
罪
主
め
園
、
し
か
も
日
本
が

ト

目

撃

青

ワ

ド

没

ま

要

扇

一
戦
雲
基
日
た
翠
あ
国
で
緊

1
J
d
j
4
6
三

Z
l
Rヲ

浦

弓

と

か

ら

「

努

蓄

」

が

で

き

る

。一

議

5
2
5想像
を

介
護
者
の
年
駿
」
見
る
と
、
五
十
ら
来
る
リ
ウ
マ
チ
、
疲
労
に
よ
る
失
票
、
女
性

ε高
齢
在
意
ど
、
国
民
年
金
は
個
人
差
加
入
量
死
を
暴
え
て
人
生
を
生
き
る
必
要
一
絶
す
る
。
幸
い
、
今
度
や
っ
て
き
た

代
以
上
が
異
物
、
老
い
の
誌
に
明
の
現
状
さ
え
あ
る
。

三

氏
か
ら
妻
言
問
題
が
提
起
さ
生
年
金
警
の
差
別
に
し
て
)
、
が
あ
る
。

一

人

た
言
自
分
で
生
活
で
童
手
」

入

り

つ

つ

あ

る

六

十

民

主

九

調

査

に

よ

受

」

介

警

の

半

数

が

た

聖

霊

の

被

扶

養

の

妻

一

の

場

合

、

「

だ

か

Eい
っ
て
私
は
閑
居
が
一
と
胸
を
張
っ
た
が
、
そ
れ
は
育
て
あ

・
一
宅
+代
以
上
が
一
五

・
妻
腰
痛
に
悩
妻
れ
て
い
る
。
生
活
上
「
毒
な
問
票
合
表
て
い
る
奈
更
な
る
と
半
減
さ
れ
て
し
ま
い
い
と
一
言
つ
の
で
は
な
い
。
同
零
d

互

信

号

要

望

感

謝

す

べ

き

も

い

る

。

で

は

外

出

で

差

い

、

睡

眠

不

足

、

が

、

号

つ

窪

芋

J

る
こ
と
は
な
い
」
う
。

る
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
条
件
穫
祭
一
だ
る
つ
。
覧
と
い
っ
て
も
、
も
つ

寝

た

き

り

の

九

割

以

↑

富

分

で

仕

事

こ

出

ら

れ

な

、

、

自

第

時

ヨ

と

勺

田

弓

必

要

。
同
事
る
こ
ふ
さ
わ
し
い
生

三
十
警
超
え
て
い
る

oZ長
い

'v

、

u

n

年
金
に
も
男
女
の
差

，v

一

鍔
訟
ur
凶器
U
ト

が

詩

u
d純
一

段

、

日
本
の
経
済
力
な
ら

切

語

、

自

の

雲

で

来

年

度

肝

詩

銭

サ

に

な

急

い

一

日

間

軒

続

叩

一

軒

取
っ
て
は
霞
努
働
で
あ
り
、
そ
こ
か
、
ノ
数
派
で
ま
あ
虫
ま
し
こ
が
介
護
の
な
ザ
な
ち
、
六
十
五
歳
以
ょ
が
老
予
算
が
通
過
す
る
と
、

三
十

年

厚

生

一

早

く

と

い

う

焦

り

は

ひ

と

事

と

思

え

rめ
に
震
が
で
き
な
川
と
い
主
人
と
し
て
誇
れ
て
い
る
が
、
戦
前
年
金
に
加
入
し
た
夫
場
モ
デ
ル
年

男
性
の
自
立
も
論
じ

一
な
い
。
肉
親
へ
の
思
慕
は
言
語

票
あ
る
と
い
、
つ
事
で
す
。
女
性
は
の
老
人
に
均
へ
て
、
外
男
、
肉
体
的
金
の
受
口
、
総
額
一
五
一
、
回
二
五

三
氏
の
討
論
に
対
し
て
会
場
か
一
弓

こ
れ
ほ
ど
自
分
を
犠
牲
に
し
な
が
に
も
+
歳
く
ら
い
若
い
。
老
人
が
元
円
月
額
支
一
種
C
れ
る
。
票
亡
っ
た
ら
、
「
老
人
の
生
き
が
い
に
つ
い
て
一

裏

合

中
国
に
は
円
単
男

ら
、
君
れ
量
が
あ
る
か
と
い
う
気
で
あ
る
と
い
う
と
と
は
、
望
人
望
号
、
警
誕
祭
替
、

一
の
訴
し
が
出
な
か
っ
た
が
」
「
自
一
塁
人
が
何
万
人
も
い
る
と
か
。
戦

と
、
室
、
君
、
教
育
の
点
で
、
霊
祭
見
れ
ば
い
い
と
い
う
と
と
夫
、
四
二
五
尽
さ
喜
完
全
お
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
一
争
と
い
う
も
の
の
一
号
探
究
毒
さ

h
-
-
E
F

で
あ
り
、
日
本
の
経
済
力
か
ち
い
っ
る
の
に
、
夫
が
亡
っ
た
場
合
、
素
り
と
老
後
を
不
安
に
患
っ
て
い
る
人
が
一
ろ
に
思
わ
ざ
る
薪
得
な
い
。
日
本
政

‘
 
... E'F
て
や
る
気
が
あ
れ
ば
出
来
る
と
と
加
給
分
も
入
れ
て
八
一二
、
二
一
二
円
多
い
。
経
済
的
で
な
く
精
神
的
な
面
一
宮
、
「
出
て
き
で
会
っ
て

Eい」

・・2沼
;
J氏だ
長

し

か

支

fよい
。
ま
た
、
離
婚
が
多
く
、
そ
の
導
は
い
か
に
し
た
一
と
肉
努
お
責
任
の
言
警

-
whv
fLぃ
「
そ
れ
よ
り
心
配
一
な
の
は
労
働
力
を
す
る
と
警
金
に
な
っ
て

し

ま

ち

い

い

か

」

一

し

て

い

な

い

て

親

が

い

志

Z
い

・
F
約

幽

乙

船
め

一

.，vh
，r補の
低
下
。
老
人
福
祉
、
医
療
の
現
場
う
。

ま
た
、
男
性
か
ら
「
器
官
守
一一
ま
い
失
日
本
人
で
あ
る
と
と
を
認

a---Pスピ
東
で
働
く
力
を
確
保
す
る
事
乙
そ
真
剣
「
在
は
老
人
介
警
ぃ
、
つ
大
き
で
き
な
い
と
老
農
品
さ
れ
お
一
め
た
ら
戸
籍
を
つ
く
り
、
悪
人
に

4

・・FN
A
に
考
る
べ
き
」

f誌
を
果
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
で
は
な
い
か
」

;
E
E一
言
警
警
」
習
得
す
る
理
事

aa--曹司

機
械
化
が
き
巾
で
、
機
械
化
の
ら
ず
、
老
人
に
な
っ
て
か
ら
の
経
済
ワ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。

「
男
性
自
一
翼
す
べ
き
だ
。
政
男
け
で
は
な

す
べ
て
不
利
と
い
う
の
が
現
実
で
で
き
な
い
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
だ
け
に
、
条
件
が
手
芸
す
」
身
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
に
、
自
子
一
ぃ
。
提
案
話
、
た
と
え
ば
田
原

す

」

長

期

展

望

に

よ

る

確

得

政

策

が

要

求

同
居
は
、
介
綾
な
ど
女
性
へ
の
負
る
と
ん
ほ
大
切
な
事
で
す
」
と
、
増
一
乗
物
を
、
ホ
テ
ル
は
宿
を
、
デ
パ
l

女
性
の
問
題
歩
考
え
る
と
で
も
老
さ
れ
る
0

・
但
ぽ
大
き
い
が
、
全
て
マ
イ
ナ
ス
面
田
氏
と
や
と
り
が
あ
り
、
「
男
性
と
一
ト
、
劇
場
は
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

人
問
題
が
大
き
く
、
か
ら
ん
で
い
る
韮
芋
る
事
は
な
い
と
は
い
う
も
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
一
噌
田
氏
ο

輿
器
、
男
性
の
自
ウ
に
つ
い
て
論
ア
も
・:
:
・そ
れ
ぞ
れ
の
翠
き
も
の

と
強
調
。

の

の

、
現
実
の
豪
語
、
特
に
年
間
唐
す
る
こ
と
で
柔
た
ち
に
老
じ
た
翠
や
す
べ
き
シ
ン
ポ
ジ
ウ
丘
一
を
傷
号
、
年
に
何
回
お
録
料

高
齢
化
窒
に
お
け
る
社
会
福
金
等
に
よ
る
男
女
差
別
は
ぎ
し
て
へ
の
震
が
宰
事
れ
る
「
老
い
の
学
と
会
場
の
笑
い
と
拍
妻
受
け
て
閉
一
定
期
交
流
旅

F
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

祉
、
家
族
の
明

7役
割
、
同
居
か
別
く
れ
る
の
か
、
と
主
張
す
る
の
は
環
習
」
、
入
閣
の
死
を
間
近
に
見
る

野村議券

ふだんの暮らしに役だっ

使いこなしたL¥定期です。

毎日の暮らしに必要な額だりは、普通預金に

預けておいて、残ったお金は総合口座の定期預

金にしておく'.oまとまった資金づくりの手カfかり

ができますLコースは2年・1年-6t;月といろいろ。

思わぬ出費が生まれたら〈協和〉の自動融資で

総合口座にお預けの定期預金の総額の90%、

最高100万円まで自動的に{昔りられますLいま通

帳の中で迷っているお金は、いざというときにも

役に立つ総合口座の定期預金にじておきましょ

う。ふだんの暮らしに弾力がつきます。

使いながら貯め℃貯めながら使う。

E路間面~羽司:正Fヨ

@協和銀行

三
六
万
の
寝
た
き
り
老
人
の
う

ち
、
五
五
物
が
女
性
。
介
護
さ
れ
る

側
も
女
性
が
多
い
が
、
介
護
す
る
の

も
八
六
・
九
物
が
女
時
介
護
に
幽
関

わ
っ
て
い
る
男
作
は
、
わ
ず
か
九
物

で
、
ほ
と
ん
ど
が
夫
。
患
平
や
女
婿

は
関
係
な
し
。

女
件
の
介
綴
者
の
中
昧
は
、
妥
が

二
五
後

娘
一
八
物
、
警
一七物
、

孫
二
%
、
親
族
二
物
。

「
男
控
妥
が
ダ
メ
な
ら
室
、

孫
が
い
る
。
女
件
押
印
周
り
に
い
る
こ

と
で
、
男
件
の
介
護
問
題
は
ほ
と
ん

ど
片
づ
く
感
じ
が
し
、
つ
く
づ
く
う

ち
ゃ
手
U
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
東

浦
氏
の
皮
肉
と
杢
臼
が
混
じ
っ
た
言

葉
に
会
場
は
わ
く
。

tsilli--
-
-
i
'
T
lil111 

気持ちがほぐれたところで大合唱ーパーティで。

通帳のなかで迷づCいるお金、
定期にじCゆとりをつけましょう。
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全
国
に
中
学
、
高
校
は
数
多
く
雲
が
、
若
宮
ん
y
ほ
，
E
富
由
N

が
な
い
。
制
服
か
、
“
豊
田
伊
と
わ
う
名
の
制
思
決
笹
口

れ
、
恨
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た

遁
い
も
句
闘
を
一
揖
舎
pn
E
え
互
い
の
で
は
な
い
だ
受
が
。
そ
ん
草
で
理
事
都
立
高
校

は
;
霊
自
由
'
霊
祭
出
禁
多
い
き
ろ
ぺ
比
較
的
般
車
両
い
学
写
、
高
紛
争
は
な
や
か
な
巴
己
宍
菅
れ
ま
で
あ
っ
た
制

臓
が
府
豊
れ
た
と
い
2
2
ポ
示
。
ぞ
ん
な
学
校
自
で
も
、
差
損
に
逆
戻
り
す
る
学
校
も
ポ
ツ
ポ
ツ
出
て
い
る
ま
4
4
持

防

JF
の
固
の
高
ま
争
中
で
宣
告
れ
て
い
る
-
」
ル
h
Z
く
、
凶
作
r
と
い
う
名
の
醤
罪
で
は
な
い
か
と
い
う
批
引
を
め
る
5
0
立
川
市
に

あ
る
都
立
北
多
摩
高
校
H
中
高
摺
佼
長
H
は
、
頑
張
自
由
'
の
学
校
の
一
つ
で
否
合
同
信
九
は
n
開
楠
炉
は
あ
る
が
着
用
怪
自
由
主
あ
っ

弓
乙
の
高
綬
可
昨
年
軟
か
ろ
腔
岱
を
め
ぐ
詰
糾
が
起
っ
て
い
る
も
「
躍
繋
侵
習
し
で
暗
号
け
る
」
と
い
う
霊
長
「
職
員
会

犠
の
決
定
も
問
視
U
、
あ
ま
り
に
も
一
方
的
だ
」
μ
民
齢
ず
る
先
生
1

父
岡
山
有
志
た
ち
と
、
対
守
nv起
っ
て
い
る
。

私
は
己
の
ケ
l
ス
春
、
興
味
主
な

d
F
と
し
テ
脅
迫
宮
也
つ
も
り
は
な
い
。
が
、
こ
詰
糾
の
中
事
、
先
実
父
母
、
申
需
主
、

い
や
で
も

Z露
骨
な
か
っ
た
、
制
服
の
間
関
同
由
あ
臨
時
教
育
の
関

P
T
A
の
問
思
。
主
主
考
え
を
言
宗
に

す
る
こ
と
で
完
と
な
く
、
日
本
人
の
晴
朗
の
い
雪
に
な
っ
て
い
る
、
巾
宇
高
震
の
制
服
の
問
嬰
、
雪
面
誓
そ
一
み
て
い
お
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
(
間
)
。

(2) 〈水圏日〉昭和57年 3月 10日安司号 f、来rr~国ぎ主E

そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
た

現
場
に
何
か
生
れ
た

⑫ 

を
留
す
る
員
間
車
め
子
。
半
日
怒
ら
、
日
本
の
1ι
た
ち
が
合
つ
で
き
た
唄
、
私
は
副
れ
を
告

「
何
事
費
垣
で
い

-8か
」
益
事
君
主
倍
、
ァ
メ
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
也
ん
で
し

「
こ
れ
は
伺
」
と
い
っ
た
己
と
は
リ
カ
空
会
ち
に
一
、
日
本
語
を
た
。
ほ
か
の
人
芸

6
、
棚
田
の

い
い
と
し
て
、
「
い
く
ら
ぐ
ち
い
教
え
て
ほ
し
い
と
朝
ま
れ
ま
し
日
が
い
ず
れ
来
志
で
し
ょ
う
。
ど

T
9の
か
」
に
は
四
E
C
弓
%
私
は
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
の
静
血
う
か
、
世
帯
雌
ぐ
人
が
ど
ん
Y
た

「
占
王
手
寝
間
聞
の
も
の
が
あ
が
内
定
し
て
い
た
の
で
南
置
か
出
号
事
に
と
質
す
に
は
い
ち

る
が
、
y
あ
軍
で
も
親
か
ら
手
へ
ず
、
協
力
芦
霊
的

F
K糸
、
れ
ま
学
ん
で
レ
九

受
騒
が
れ
て
を
大
切
な
玄
ピ
イ
ロ
ハ
も
知
ら
ぬ
初
心
者
の
子
供
海
益
出
に
伴
っ
て
現
袋
、
日

弓
あ
る
7
0
0
」
号
つ
品
向
い
な
が
宍
伺
手
で
、
英
語
で
教
委
託
ば
宇
日
木
の
五
の
廻
り
に
は
、

己
の
お
ひ
な
票
、
太
平
洋
を
私
自
由
司
同
年
金
」
ゆ
え
ら
れ
て
き
宮
な
い
主
っ
て
世
遣
す
る
人
乙
ん
な
君
文
化
交
流
が
震
り

渡
っ
て
く
る
の
に
は
、
去
と
私
の
た
お
節
句
り
圏
習
の
中
に
、
伝
田
町
が
多
く
、
先
生
東
め
に
占
符
レ
ま
安
易
2
守
。
わ
在
家
は
員
削

聞
で
一
悶
帽

2
z、
渡

米

告

書

れ

ぺ

子

聖

火

切

に

し

た

柑

在

だ

っ

た

た

め

、

吉

積

極

的

の
荷
努
蔵
ち
号
Z
四
苦
八
苦
す
る
け
本
古
来
の
心
に
引
い
当
た
桔
[
司
M
さ
ん
中
心
に
臼
志
ニ
、
に
地
域
晩
中
学
校
の
同
時
L
伝
組

υ
史
百
史
話
。

S
史

耳

企

苦

虫

品

。

。

四

人

で

当
る
こ
と
に
な
り
ま
し
む
盛
明
が
あ
り
詐
レ
た
し
、
私
も

i

i

ω

s

l

%
y
ち
い
う
風
に
教
え
る
か
、
円
分
の
M
が
兵
岳
」
と
は
何
で
も

文

七

支

寵

こ

熱

意

を

警

は

1

2

2

い

と

と

臨

画

も

な

く

年

2

2

一

，
A
T
-
:、
l
p
t
-i
ニ

J
i

ば
か
り
。
文
時
の
同
事

zf宍
短
い
開
苦
開
票
霞
り

教

材

に

な

っ

た

お

ヒ

ナ

様

ュ
ラ
ム
在
2
c↑T
Z
の
拐
安
居
￥
患
い
人
々
責

単
語
が
発
門
し
や
す
い
と
「
メ
て
き
峯
F
u
r
、

き
企
写
企
百
史
￥
企
￥
2

(
目
)
「
ハ
ヘ
幽
)
」
「
テ
(
手
)
」
し
か
し
、
伺
人
の
力
に
は
限
り

る
の
で
し
弓
孟
申
告
の
先
中
「
キ
ヘ
木
ご
な
y
を
一
つ
一
つ
が
あ
早
守
。
三
l
ヨ
ク
に

は
、
白
杢
を
叩
る
の
に
と
で
も
艮
の
力
1
ド
に
、
総
り
主
ホ
人
が
し
ろ
、
?
ノ
ン
ト
ン
D
・
C
に
し

い
勉
票
で
き
た
、
毒
ん
で
下
参
詣
き
二
」
れ
が
出
来
争
と
ミ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
の
量
都
市
に
、

さ
い
ま
し
九
五
月
に
は
悼
の
ぼ
ミ
(
耳
)
穿
」
て
牢
の
単
崎
あ
多
艶
の
H
本
人
が
い
包
が
ち
、
文

り
や
五
H
人
罪
学
問
へ
運
ふ
己
い
守
語
、
融
字
、
構
芦
予
レ
化
セ
ン
タ
ー
の
一
つ
R
E
R

と
に
な
っ
て
匙
小
手
u
h
九
。
机
ず
つ
奥
行
を
踏
め
て
行
さ
ま
し
て
い
ま
世
~
猷
ポ
と
H
Iの
文

ト

あ

知

育

嗣

盟

疋

陥

重

い

歯

句

集

霞

掛

世

間

ゐ

7

J

パ

ラ

ン

を
品
目
指
ら
か
に
受
り
入
れ
る
ア
メ

p+
供
の
精
虫
を
わ
と
に
、
先
生
ス
と
か
。
経
済
活
出
の
度
合
に
比

リ
力
の
教
育
ぶ
り
を
開
り
ま
し
が
事
告
特
別
ク
ラ
ス
で
、
予
想
べ
る
と
一
層
の
ア
ン
パ
-
7
J
ス
に

%
以
ょ
に
熱
心
で
真
剣
な
半
世
態
度
な
る
の
予
な
な
い
で
し
ょ
う
か
。

己
の
易
地
校
の
小
事
生
た
ち
に
に
あ
替
口
れ
る
ほ
ど
で
し
%
融

日
本
語
亭
教
え
た
の
は
、
ニ
ュ
l
え
雫
ち
も
学
ぶ
己
戸
あ
名
nv
睦

ヨ
1
4
一
連
世
の
年
で
レ
%
酷
で
し
た
。
重
た
安
量
も

あ
「め
弓君!ゆ
育 T;か
で
日
記

t開三彊酬吏軸盟可}

一一月
抽
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
部

外
は
木
の
曜
も
花
の
管
も
固
く
、

お
ひ
な
揮
の
顔
が
、
車
外
の
哩
で

ひ
と
き
わ
白
く
眼
喜
由
主
え
あ

何
重
し
rie

耕
主
#
ト
ん
の
騒
々
は
扱
ん
だ
お

ひ
な
樺
に
見
入
る
青
い
目
、
期
い

目
、
最
向
あ
弓
蝦
の
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
ミ
ッ
キ
ー
は
大
吉
な
闘
を
も

第 664号第 664号(曹三種劃蔓物館可}
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h
B
E
Y
-

ム
H
M

言
語
さ

a
z
!
f
西

っ
介
夫
き
く
占
尋
￥
p
uh九
。
「
ニ

ホ
ン
は
イ
ダ
イ
な
同
官
昔
ね
0
・」

留
年
、
わ
が
家
の
お
ひ
な
織
は

多
く
の
ア
メ
リ
カ
の
子
供
連
と
対

戸
厄
ヂ
ヒ
札
。
は
じ
め
は
近
附
の

お
友
達
や
、
ク
ラ
ス
の
ぜ
良
し
だ

目
だ
っ
た
の
が
、
翌
年
処
浮
の

お
隣
町
め
ク
ラ
ス
も
、
先
申
事
と

い
う
ふ
う
に
増
え
て
ゆ
き
ま
し

アメリ力の干

し
て
い
る
崩
へ
人
形
町
か
ら
一
塑
司

て
式
の
ひ
な
由
が
開
い
た
の
で

す
9

仰
天
レ
で
、
こ
ん
な

ecば

去
の
を
、
と
い
A
d
払
に
、
夫
は

斡
レ
た
の
官
昔
。
「
目
安
匂
」
と

にと
A
行
れ
る
な
、
さ
っ
介
障
っ

て
き
で
い
小
か
っ
た
と
号
令
」

告
の
額
、
し
弓
自
分
の
背

ほ
ど
あ
る
ひ
な
段
、
耕
毛
什
瓦
、

町
憂
い
ん
向
指
道
具
に
、
之
供

た
ち
は
見
入
り
、
睦
一
人
革
券
経

れ
4
2
す
る
も
の
亨
え
い
ま
せ

ん
。
ひ
な
一
軒
町
め
由
来
、
思
史
専

* 

小西車のおひなさまに見いる
どもたち

そ
の
数
は
確
実
に
ふ
え
て
い
る
/

柿
本
人
層
、
紀
国
之
民
軍
安
陣
代
の

代
表
歌
人
司
一
宇
人
の
和
敵
一
一
一
一
↑
一
首

が
、
飛
ぴ
璽
文
様
の
料
眠
に
通
綿
体

で
膏
か
れ
て
壱
也
。

。
国
宝
「
育
館
阻
凪
耳
花
宅

艶

万
里
(
南
宋
時
代
)
士
一
而
針
頃

渡
来
し
た
と
量
れ
語
形
華
あ

伝
出
お
な
か
で
も
形
ぷ
あ
良
さ

は
群
者
括
れ
て
い
る
。
江
戸
初
旬
L

恒
川
幕
府
の
断
直
井
涯
り
、
将
軍
家

光
が
取
引
間
院
に
献
上
、
早
め
睡
京

都
の
毘
抄
門
堂
門
跡
に
伝
来
し
た
。

久保惣コレクション

東洋古美術展

女
性
心
理
学

セ
ミ
ナ
ー

新実dZ
.1レかった、ごんなNational ガスを安全にお使いいただくために

換気・ゴム管・むとコック

.がんばりますッ?恋も仕~b、お料埋も。.r， l'k性のエリーです。

〈レ

臥 .""，'i>>色。鴇.

.ひめ暮らしをエンジョイします二予生"芯~1や臼炊iikヤングのエリーでで九ei西の澗からお料理まで。~の楽しみが広がる エリーですL

-----A 
直重量
換気にはくれぐれもご注意を

小型ガス湯沸器をお使いのと

きは、点火と同時に、窓をあけ

るか換気扇をまわして、換気を

お願いします。

肉
を
昧
よ
く
格
安
に

参加一躍85チーム
地婦協バレーボール大会

錦

健

一一
楽
し
い
料
理
実
習

@チーム代理に山椙全霊からレプリ力贈呈
⑤嗣粧を展開

大
阪
市
消
園
生
活
合
理
化
協
合
一
に
響
急
圭
J

に
、
こ
の
栴
富
由
一
四
年
。
軍
事
洋
食
昼
え
が
「
牛

へ
山
根
隆
平
ム
夏
、
有
力
六
嗣
人
団
一
委
や
っ
て
い
草
究
室
二
月
二
嗣
」
皇
雰
か
か
げ
詰
が
始
め

体
で
結
成
、
金
貝
四
十
五
h
名
)
主

一日
か
民
ぽ
「
フ
l
ド
・ウ
ィ
ー
ク
」

一てで、

沼
世
に
は
「
宮
肝
」
の
印
が

値
『食
丙
亭
便
三
指
圏
構
面
介
美
一
で
物
価
の
安
官
享
め
他
い
ろ
い
巧
な

一あ
っ
た
と
い
う
。
ハ
ム
、
ソ
l
セ
l

蜜
E
は
二
月
二
十
五
百
午
後
一
竺
日
控
室
開
げ
て
重
を
行
な
っ
て
い

一ジ
は
明
治
五
写
に
毒
事
片
田

宮
天
王
子
区
よ
潟
町
五
T
自
の
市
一
事
か
、
品
行
事
に
対
す
る
協
圃

一審
内
に
よ
る
量
が
量
殺
、
明

立
用
人
会
館
地
下
ー
童
書
奏
曲
一
と
い
う
意
味
き
の
間
一
雲
は
持
つ
一
史
需
要
で
主
人
の
指
導
で
製

ぎ
れ
%
大
阪
市
地
唱
団
間
入
団
体
協
一
て
い
る
わ
廿
で
す
。
由
一
世
紀
協
会
の
一
遣
が
聞
拍
き
れ
た
』
と
い
っ
た
前
置

理
百
五
撃
腐
芸
お
そ
れ
ぞ
れ
一
色
協
定
童
話
お
た
く
恕
っ
一
き
で
、
群
し
い
牛
肉
の
則
禁
書

の

代

察

参

加

U

九

一

て

著

恒

三

cい
事
』
編
習
一
さ
妥
結
長
申
需
華
と
喜
一
マ
厚
手
切
肉

8
枝

マ

塩

小

一

ね

り

辛

一

一

土

一

時

間

主

要

に

し

て

お

一

ま
ず
大
限
市
閉
書
の
時
野
喜
一
告
の
警
に
つ
い
て
脱
巧

一
久
子
委
書
理
事
と
典
習
に
入

一
凶
マ
リ
ン
ゴ

I
由
マ
サ
う
ダ
莱
4
一
子
、

=蒜
酢
を
雪
由
。

一

三

一

毒
か
ち
『
限
易
る
向
田
曇
主
一
嗣
い
て
大
阪
市
食
岡
信
セ
ン
一
三
河
町
に
一
聖
紹
介
す
る
も
一
位
一

中
国
風

事
歩
前
旬
L
Aの
潤
聴
事
肉
に
一
大
阪
市
器
開
人
団
体
協
揖
会

手
に
使
つ
f

脅
さ
ん
の
食
生
罪
轟
一
タ
l
代
表

・霊
-
鵠
民
か
ち

『
旦

豚
肉
の
包
み
揚
げ

一
ほ
か
に
卵

1
向
酒
大
さ
じ
一

ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ

一
か
島
て
、
震
那
と
ι
フラ
イパ

一
(
山
積
皆
茎
E
・企
画
ナ
主
刀
名
)

Z
K
雪
。
安
い
お
闘
で
も
喜
志
で
食
事
雪
れ
た
宮
、
喜
一

【材

料

四

人

盆

一

判

長

崎

か

た

く

り

粉

畠

一

門材
料
四
人
分
】

一
己
主
、
噛
各
会
に
事
実
を
一
毒
の
第
己
回
開
人
パ
レ
1
ポ
1

一
止
さ
長
ノ
旬
、
響
曲
・
砂
帽
大
さ
マ
牛
ロ
I
ス
向
四
m
望
書
一
き
つ
ね
色
に
焼
き
重
し
て
申
告
一
ル
大
舎
は
-
一
月
一
目
白
目
、
開
区

会
じ
l
同
水
害
旨
、
ね
り
三
富
民
、
英
一
言
。
)
マ
(
油

一
し
、
子
く
字
く
薬
害
。
一

富
町
の
大
阪
市
守
中
央
体
富
で

〈

下

・酢
き
し
1
凶
、
し
ょ
品
一
さ
し
l
均
か
た
く
り
…
粉
一
③
フ
ラ
イ
パ
ン
返
っ
た
y
l
ス
に
八
十
五
チ
1
余
脅
し
て
閣
か
れ

大

宮

C

E

一

大

さ

じ

拍

)

一

差

是

ッ

プ

入

れ

B

を

加

え

一

九

品

習

は

九

時

一

完

か

ち

【作
り
方
】

一
士
乙
し
よ
う
少
々
、

し
ょ
品

一
て
ひ
長
妾
長
室
。
開
告
喜
一
お
れ
、
i

H

恕

蓮

華

の

マ

イ

コ

ン

を

採

用

し

た

デ

ジ

タ

ル

守
ン
ゴ
は
一
二
一
宮
く
し
形
に
一
奇
し
l
・
始
、
砂
融
公
c
じ
一
@
ア
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
小
西
語
、
一
喜
員
会
議
題
霊
長
、
空

T

式
出
賢
官
l
=
δ
四
H
Vを

切
り
、
主
宰
ち
水
、
砂
楢
丁
・始
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
パ
Z
l
一
中
韓
精
油
へ
大
2
)
を

で

一

季

蝿

人

敬

語

草

出

開

。

ベ

発

売

す

る

も

と
一
し
ょ
に
銅
に
入
れ
、
く
Z
E
E
弘
、
油
少
々
)
一
塩
「
小
l
)
雰
天
安
信
明
、
一
山
雲
票
「
い
ま
や
高
鯵
荘
ヤ
マ
イ
コ
ン
は
血
管
募
母
に
聴
き
固

な
い
き
望
。

一

B
へ
し
よ
う
ゆ

・

酒

美

考

H

Y

一

に

ん

に

く

安

ザ

四

長

に

炊

一

会

に

な

虫

と

て

捕

人

の

富

市

シ

ゑ

訟

で

な

く
、
車
両
の
波
形
を

景
@
菌
室
主
に
一
校
ず
つ
三
-
3
し
よ
う
世
々
、
プ
ロ
ッ
一
め
、

5
2に
入
れ
玉
一
主
入
者

3
つ
な
良
吉

L

止

E
J、
書

、

告

団
げ
饗
不
一
民
家
雲
芯
L
し
で

一
コ
リ
一

時
、
妻
ギ
申
l
個
、
一
わ
ら
か
く
な
重
喜
究
家
一
な
2
E
%
毒
長
野
を
保
っ
た

一
血
圧
民
援
の
バ
ロ
メ
ー
タ
。
車
庭
圧
と
脈
拍
粧
を
デ
ジ
タ
ル
喜
一
字

削
ゆ
る
め
量
三
一
に
ん
に
く
み
り
、
油
・
塩
適
一
を
切
っ
て
か
ら
脅
ひ
聖
た
し
て
主
主
嵐
保
持
に
心
が
け
た
い
と
王
子
軒
に
測
事
者
し
か
も
毒
る
。
容
は
2
り
で
福
唱
にで

な
露
蓄
さ
ほ
ぐ
し
、
酒
、
聖
煽
宜
)
一
い
た
詰
少
々
で
昧
を
つ
け
る
。
一
思
い
ま
す
。
壊
に
お
章
E
喜
一
で
あ
足
い
・
。
シ
ベ
l
プ
で
は
日
キ
号
ン
タ
ッ
チ
宅
通
宝

仙
え
ま
資
長

Zた
く
り
軍

一

【

E】

一
雲
寺
手
習
に
し
、
水
に
一
極

-
a
y
Z
R
Z一
明
の
E
い
血
圧
チ
ェ
ッ
ク
に
豊
の
霊
前
♀

1
J機
警

官

え

き

撃

竜

一

①

牛

肉

は

l

g

で

適

当

に

切

放

し

パ

リ

ッ

主

資

家

を

切

一

で

盟

関

宮

闘

い

年

。

一

埼

見

宇

い

デ

ジ

タ

ル

式

山

E

ち
詣
聖
和
語
見
方
華
つ
け
一

q
自
宅
を
た
た
い
て
、
水
り
、
回

一
理
主
「
肉
柔
在
一
今
年
は
チ
l
会
費
J

喜

い

ま

し

一

酎

で

は

、

F
q
京
め
吊
す
い
普
及

枕
て
λ
れ
霊
で
葬
穴
の
望
者
一
y
意
書
室
忌
し
で
お
く
。
ま
わ
り
に
プ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
飾

一
て
四
日
間

違

壊

、

主

主

主

、

価

格

b
て
い
る
。

S
に
燭
げ
、
サ
う
芝
警
敵
い
た
皿
一
次
福
と
か
た
く
り
察
室
し
り
、
ソ
l
ス
を
か
吐
で
い
た
だ
え
一
が
ん
ば
っ
で
τ古
い
」

(

車

価

格

)

二

二

、

系

出

向

デジタル式

血圧計

小さいけれどしっかりと

ガスゴム管もときどき点検を

ゴム管はコックの赤い線までカッチ

リと差し込んで、 ゴム管止めもお忘

れなく。古L、ゴム管は、はやめにお

取りかえください。
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|もとコック|
お出かけ前、おやすみ前にはもとコック

の確認を

ふだんお使いになっていないもとコ・ノクに

は、必ずゴムキャップをしておいてください。

化粧品をお使いになる時は、説明書い、っしょlこ

注意表示もぜひお読みくだお、

化粧品は肌に直緩つりるものですから、資生堂

ては安全性に蜘Lの注意をはらってつくってL、ますL

しかし、事くのお客さまの中には、肌の佐賀やその

日の状態によって、時には肌に合わないこともあ

ります。そのような時のために、資生堂では、容器、

箱、説明書、パンフレットな~'I二、いろいろな形で

次のような注意表示を記してありま丸

'0，"，や"れもの湿しよ弓三石三子三れ色素".，などの盆1
執がある島ぺ~に"お僧いになら位、、で〈ださ、、 l 
O化瞳品が釘肌に倉わ広いときは、ご使用を釘やめ〈ださい

①惜周中、赤み Uれのゆみしげ.年ど的異常があらわi
れた‘合 1 
岳使用したお飢に直射目先があたって上位田ような，尋常がl
あらわれた‘合 i 

Oそ田まま化置品四回使用を揖け忌すと往棋聖を事仕させる二

とがあリます田で度ト科専門医、また"賞金盆化粧品同売i

L夕刊近〈由賞金鍾消費者相睡窓口にご岨臨〈問、、 l 

{面絡もンエイプ・アップして、注目の5万円台を実現。

電子レンジは.グバ身近な存在になりました。

。大阪剖叉

小さな大物。コンパクトながら500W(高岡耐の出力

ですから、スピード調理の楽しさを存分味わえます。. 

』

温め直し、解;車、下ごしらえ今一一電子レンyの基本に

徹した使いやす'!'o.禄作もデザインも、シンヌ，νで1'0

金
説
法
入
閣
を
す
す
め
て
果
た
の
っ
て
い
る
平
め
方
が
言
語
面
で
伸
び

で
す
が
、
金
量
に
法
務
悪
く
て
い
事
で
、
で
喜
だ
け
一
理

な

っ

た

高

出

て

来

高

嬰

雪

胸

哲

方

へ

入

定

方

が

い

い

」

庁

抽

め

た

の

子

」

し

か

し

、

宮

ス

れ

る

側

が

大

変

矧

つ

お

字

ろ

よ

児

り

自

閉

症

患

者

富

に

な

墨

「

都

宮

入

つ

品

塁

。

出

、

容

量

的

量

霊

つ

号

し

て

い

く

i
aで
あ
き
在

Eで
も
な
い
。

紳

に

守

数

と

に

底

分

見
分
け
方

て
主
」
い
」
頑
か
け
て
喜
い
」
岩
盤
¢
ん
は
、
現
第
体
験
、
研
て
し
ま
っ
た
の
喜
な
い
か
と
い
う
年
型
よ
っ
て
大
差
遣
し
の
あ
る

J乞

も

じ

っ

£

て

い

な

い

毒

な

主

れ

な

と

査

間

見

O

揖
(
罪
ち
ゃ
ん
時
代
)
長
め
指
示
こ
笹
子
、
望
書
究
の
中
宮
「
い
完
な
刺
票
、
仮
繋
萱
て
た
の
子
」
こ
と
が
を
五
%
Z
品
開
と
平
ゐ
書
ぺ
本
人
皇
安
主
街
、

庄

町

碑

た

醐

自

の

一

'

開

制

正

し

の

、

児

①

日

露

な

い

室

主

へ

行

っ

て

き

。

舎

量

的

な

2

2

t

言

語

望

事

中

宮

し

て

き

ら

い

ま

言

寝

更

に

輔

つ

史

子

る

の

で

安

全

も

白
、
の
査
所
は
症
実
在
い
③
哨
荷
主
ま
り
出
な
い
「
年
間
H
K
一
土
需
ら
で
い
司
告
の
で
は
な
い
か
。
一
帽
の
綱
取
り
除
く
ー
乙
れ
が
岩
佐
窓
口
酎
法
肯
に
入
れ
な
い
万
か
い
い
と
い
2
」
を
再
開
堅
苦
な
い
、
空
宇
多
」

l

…
一
臨
時
期
一
問
題
相
官
占
禁

ι
5
1思
議
臨
時
一
関
心
一

色

信

、

田

弘

と

中

在

て

も

警

し

て

ま

⑥

き

で

う

」

己

た

長

た

ち

に

封

く

、

要

視

貨

建

噌

差

出

さ

な

い

o

再
何
年
経
つ
で
も
ゼ
ロ
。
主
史
れ
る
な
宍
ど
つ
い
主
闘
に
留

M
K

3

3

闘

か

の

あ

け

ぞ

っ

た

E

て

雪

に

く

い

す

る

望

は

Y
Z延
長

長

、

事

占

に

比

べ

て

書

記

事

吉

宗

童

話

語

意

同

産

量

草

Eき
に

な

想

じ

者

ば

い

い

か

。

一

四

g
z
s五
月
一
一
士
二
固
ま

立

宗

主

明

。

重

量

号

2

、

芸

て

い

2

3

0

瞳

感

だ

っ

昔

、

迎

に

整

っ

た

均

一

巨

四

回

な

い

し

主

回

実

っ

た

早

象

台

長

官

じ

ク

ラ

ス

は

霊

5

2

一

i

2

5

福

留

ぷ

1
わ
研
同
は
の
た
女
子
口
高
け
な
い
。

踊

話
弱
や
チ
ン
カ
ン
に
創
出
が
り
す
る
。

的

、

牛

乳
ジ
ュ
ー
ス
も
芸
品
用
理
た
り
、
大
慣
れ
す
る
奇
J

に
な
っ
た
届
底
沼
健
「
は
固
定
左
い
方
一
で
4
嬢
コ
レ

5
3ン
「
建

、
お
い
青
山
酔
と
ん
れ

一
宇
四

置

あ

る

と

、

内

乗

の

章

こ

よ

る

覇

例

通

一

、

自

問

霊

場

重

臣

菌

で

)

。

智
あ
る
。

が

い
い
。
童
書
言
語
制
に
一
室
雇
」
H

が
盟
さ
れ
る
。
一
l
(
需
の
男
皇
の
草

加
持
と
融
制
乙
山
町
さ

L

v

e

一

一

、
例
理
の
滞
る
子
開
①
目
が
患
な
い
霊
安
呼
ん
塁
。
セ
ラ
ピ
ス
ド
と
平
供
と
カ
一
に
珂
泉
言
。
特
に
竪
覇
市
き
睦
繁
下
分
容
認
事
。
早
め
た
「
主
事
の
は
、
テ
レ
ビ
ゃ
う
ジ
す
る
己
免
相
担
当
章
一
む
芦
」
担
当
一
久
保
惣
コ
レ
ず
ン
ョ
ン
は
、
大
阪
一
畠
品
目
か
ち
皆
、
毎
量
4
水

は
加
発
郡
引
い
京
唱
で
ま
品
か
な
い
@
雪
つ
毒
剤
て
さ
ま
需
控
佐
品
ら
い
で
、
何
と
か
食
べ
事
是
正
合
理
事
室
制
球
蓄
し
、
書
オ
専
の
覇
撃
よ
く
す
貴
重
事
負
嬰
容
量
患
に
、
他
一
県
富
繋
布
皇
室
A
憲

」
一
習
午
後
日
時
号
室
一
年
前

竺

嗣

閉

山

師

酬

を

、

主

空

間

で

も

い

じ

q
っ
た
円
ず
る
中
で
骨

量

や

シ

4

5

5

語
科
書
に
主
は
し
ゃ
i
i
7
d
y
を
し
て
来
た
霊
前
に
述
べ
ま
し
た
の
弔
豊
田
可
否
に
遺
膚
む

2
2要苦
と
父
割
に
よ
っ
一
納
(
一

821可
普

j
i
s
i
l
l
i
-
-
-
i
f
i
l
i
-
-研究室
-

一
鉱
山
一
諮
問
…

多
過
ぎ
る
刺
激
が
毒

民
一
知
塑
諸
問

や
川
和
て
円
と
年
方
い
⑤
一
世
相
が
い
な
く
な
っ
て
も
泣
か

;

自
閥
的
な
γ

耳

目

論

議

で

き

な

い

と

一

車

。

一

準
法
一
即
日
山
野
区
内
詩

集
団
保
育
の
時
期
は
慎
重
に

絞
殺
諸
問
料
一
れ
れ
経
営
拍
『
船
駅
仙

糟

吋

時

間

間

牝

側

千

i
y
よ
な
色
ゃ
べ
っ
た
り
、
融

p
o
b
b
o
t
t
t
t
t
t
t
b
b
b
b
b
b
b
b
b
b
b
b
I

恒
υ
か
口
高
層
の
前
に
明
書
一
特
急
車
太
郎
辰
吉
一
昨
年
、
桐
畑

山

山

削

附

耐

ー

ー

を
敵
っ
た
り
す
る
が
、
訴
訟
け
て
霊
童
霊
。
犬
高
轄
す
る
よ
入
れ
た
り
、
チ
ギ
l
ハ
与
を
に
幅
引
い
て
暗
く
し
、
路
事
草
委
が
、
翠
聞
に
保
育
・程
図
に
待
つ
い
た
り
、
書
惣
存
っ
て
管
か
一
査
富
市
に
重
己
れ
て
喜
一
川
酬
川
川
川
州
附
川
州
側
叫

も
童
に
な
を
い
穿
i
ム
事
U
Z
「
あ
l
」
主

h
h若
宍
か
く
剖
ん
で
入
れ
で
も
、
完
な
は
づ
く
皇
し
玉
る
。
て
雲
失
大
動
閉
め
平
合
住
重
宮
辛
つ
に
す
奇
一
章
す
る
泊
泉
市
久
保
惣
F主
主
術
一
向
、
日
本
女
下
装
議
官
会
計
庖

が
多
か
っ
た
り
、
ト
ン
チ
ノ
か
ん
な

「あ
l
」
と
い
う
計
事
出
品
に
さ
出
し
で
主
ま
も
し
か
し
、
出
こ
皇
室
、
善
意
な
か
っ
や
レ
コ
ー
ド
妻
霊
祭
「
垂
己
い
生
肩
習
恒
は
や
れ
る
ζ
喜
吉
一
空
襲
草
書
、
重
は
そ
れ
で
↓
一
月
の
「
家
重
両
研
究
懇
談
合

唱
」
を
い
品
開
墾
注
意
に
在
野
さ
な
食
べ
害
与
き
と
い
主
君
で
も
平
気
で
食
べ
る
し
、
好
き
主
供
も
ぷ
簡
に
重
喜
男
せ
ん
手
匂
富
保
育
札
入
れ
る
時
宍
何
回
選
り
畠
じ
f

金
吾
」

Q
一
に
空
間
〈
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
真
一
お
よ
び
「
婦
人
問
題
附
究
会
を
左

つ
で
も
、
保
喜
で
は
ト
ン
予
ン
カ
霊
法
。
誌
な
嘉
吉
事
連
な
蜘
判
官
開
腿
空
食
べ
る
。

始

時
、
色
刷
を
呼
王
室
岡
く
よ
朋
量
確
に
臨
し
な
け
れ
ば
主
撃
宅
管
理
臨
し
く
叱
っ
て
も
い
一
邸
主
芋
章
一
一
一
一一
言
嗣
を
事
~
一
号
令
つ
に
開
山
手

弓

-
E
E
E
E
-
-
-司
回

・

喝

事

“
・
3

動

罰

法

芝

草

主

主

奇

王

、

妻

で

設

す

#

ほ

き

た

う

に

き

も

暗

号

ロ

の

平

供

も

一

な

い

と

い

う

己

と

で

す

」

い

。

二

め

費

ム

開

弓

一

マ

童

書

研
究
露
合

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
圃
.
聞

岡
田
「
十
五
牢
く
ら
い
問
ア
メ
川
元
が
字
、
す
ぐ
脱
い
で
年
雪
し
、
土
君
侯
か
金
門
事
宮
ま
J

年
間
に
は
四
S
五
時
発
言ぜ

覇
舎
や
選
定
多
』
山
富
は
、
一

〈
お
も
一
革
開
皆
同
〉
一
「
中
・
高
校
申
あ
生
活
と
哲
秀
」

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 
，
‘
.

-
機

幽

君

事

U
に
お
ぞ
い
た
産
処
身
体
に
さ
わ
ち
れ
る
の
を
極
端
に
に
な
重
い
う
。
ロ
の
チ
は
ゐ
p
u
た
な
き
い
っ
て
状
態
重
品
喜
也
、
一
O
昭
文
「
製
芸
高
」
(
蹄
丁
男
女
語
草
心
に
、
怒
り
富

-----------aa朝、
幽
思
露
出
企
定
な
旨
間
程
糸
署
と
い
や
が
り
、
母
割
引
き
え
抱
か
れ
る
「
お
じ
導
毒

。 資生堂|広報室|



し

い

も

の

に

な

っ

て

き

て

い

る

。

そ

意

見

を

出

し

合

っ

た

後

、

討

議

。

乙

で

と

れ

か

ち

の

時

代

の

同

別

居

を

共

通

し

て

出

た

と

と

は

、

女

件

あ

考

え

る

時

①

現

在

の

自

分

を

中

心

に

望

星

人

の

意

志

ど

は

句

人

家

事

に

年

よ

り

に

対

し

て

と

つ

す

る

か

②

こ

終

わ

ム

忘

く

て

は

な

A
忘
い
と
い
う

れ

か

ら

自

分

が

年

よ

り

に

な

っ

た

時

一

般

論

か

A

F

切

っ

し

で

も

表

だ

っ

て

平
ど
も
た

ち

と

ぎ

す

る

の

か

と

い

基

参

罪

す

る

の

は

困

難

で

き

ヨ

ラ

の

立

場

が

出

て

く

る

。

時

代

と

と

。

ま

た

、

高

齢

化

基

E
を
迎
え

が

変

わ

っ

て

い

く

中

で

同

居

を

固

執

る

に

あ

た

り

、

H

い
た
わ
り
H

H

思

す

る

含

芋

か

し

い

の

で

、

と

れ

い

や

P
Hボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
な
ど

か

ら

は

、

と

つ

し

た

ら

家

察

仲

よ

と

言
わ
れ
る
が
、
と
れ
を
侵
婁
迂

く

容

ろ

せ

る

の

か

が

課

題

。

る

に

は

と

つ

し

た

ら

い

い

の

か

。

現

助

言

者

の

増

盟

は

「

広

い

住

宅

事

老

人

は

警

れ

て

い

る

が

、

そ

に

世

代

を

越

え

て

、

仲

よ

く

、

し

か

の

側

面

に

は

生

き

が

い

の

問

題

が

あ

も
互
い
に
け
じ
め
を
つ
け
て
同
軍
9

り
重
要
な
討
織
の
柱
に
な
っ
た
。

る

の

が

一

番

だ

が

、

そ

う

も

い

か

な

撃

事

加

に

は

、

社

会

に

対

し

て

い

。

と

な

る

と

家

庭

外

ケ

ア

と

関

わ

自

分

の

考

え

や

要

求

が

』

表

明

し

、

応

的

矛

も

ち

な

が

ら

と

い

う

こ

と

に

な

控

え

る

さ

つ

求

め

る

権

利

と

し

て

の

参

唱

「

健

康

・

福

祉

」

を
テ
う
お
ぞ
ま
し
い
推
定
が
さ
れ
て
い
事
頭
で
っ
か
ち
で
君
主
生
き
て
い
く
か
、
告
に
棄
す
る
る
。
そ
れ
に
は
、
施

2
2変
更
つ
と
め
る
、
な
ど
の
貫
一
層
く
さ
。
し
か
も
女
は
配
偶
る
か
に
つ
い
て
豪
華
ど
加
と
、
基
言
、

Z
B

C
一
l
マ
に
し
た
第
一
部
会
で
は
、
老
年
る
。

い

性

格
の
六
点
。

と

か
え
っ
て
老
い
を
霊
す
る
の
で
合
す
る
機
警
つ
く
り
地
域
に
広
げ
が
出
さ
れ
た
。

者

が

死

ね

ば

、

保

障

も
少
な
く
な
は
男
性
に
議
織
を
深
め
て
き
ス
に
そ
の

一
員
と
し
て
貴
重
県
た
す

1
一
に
な
っ
て
か
皇
表
わ
れ
る
鰭
症
状
の
助
昔
暑
の
田
中
氏
山
崎
私
男
知
、
と
の

2
8④
「
男
午
前
四
時
は
な
い
だ
受
託
相
互
に
連
動
昇
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
男
性
よ
り
寿
命
の
長
い
女
性
に
る
の
だ
か
ら
、
絶
対
、
建
闘
に
自
子
育
で
の
時
代
か
ら
男
子
に
も
、
家
義
務
と
し
て
の
請
が
あ
る
。
早
め

亮
一

予
防
に
は
、
中
年
期
の
手
だ
て
が
必
『
ボ
ケ
』
と
『
痴
呆
』
は
胆
り
か
に
病
」
と
は
、
四
十
五
歳
ぐ
ら
い
の
男

ζ
つ
し
た
と
弁
務
警
ぇ
、
田
中
で
は
な
い
だ
る
っ
か
」
。
と
っ
て
心
配
な
の
は
、
老
後
の
経
済
立
す
る
た
め
に
勢
は
不
可
欠
だ
、
壁
活
は
共
同
生
活
な
の
だ
と
い
う
た
め
に
ま
ず
、
自
分
が
地
域
基
、

3
一
要
で
あ
る
と
シ
を
認
喝
さ
ら
に
、
違
う
。
ボ
ケ
は
脳
細
胞
が
減
り
臨
質
性
に
多
く
、
早
朝
四
時
ご
ろ
目
雲
」
氏
は
医
学
面
か
ら
告
白
つ
で
も
老
年
期
つ
ま
り
、
家
庭
に
寝
た
き
り
の
人
的
な
問
題
。
と
い
う
の
が
参
加
者
全
員
の
憲
司
意
識
を
も
た
せ
さ
っ
。
霊
祭
期
に
入
日
本
、
世
界
と
し
て
の
認
械
を
持
ち
、

宇
一

医
療
制
度
や
福
祉
制
摩
九
関
連
し
た
が
変
わ
る
老
年
痴
呆
の
こ
と
で
あ
ま
し
そ
の
臼
室
織
の
と
率
い
ゃ
か
ら
で
は
後
手
。
老
人
病
の
予
防
は
が
い
る
場
合
の
鐙
助
「
|
短
期
の
介
「
経
済
・
就
労
」

に
つ
東
浦
氏
は
「
乙
、
己
た
こ
と
を
考
っ
て
か
ら
大
切
な
と
と
は
、
精
一
語
参
加
の
撃
と
し
て
グ
ル
ー
プ
と
協

トト一

提
棄
さ
れ
た
。

り

、
も
つ

一つ
は
脳
卒
中
に
よ
る
脳
な
人
の
と
と
ば
か
り
思
い
出
し
て
眠
成
人
病
の
予
防
|
|
予
防
塵
君
充
描
謡
設
の
鉱
充
|
|
、
健
康
な
人
は
い
て
話
し
合
わ
れ
た
第
三
部
分
で
え
る
と
、
ま
ず
、
女
性
に
は
働
き
続

・
生
活
・
経
済
富
立
。
男
は
経
済
力
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
毒
ち
、
基

デ

一
従
事
老
人
問
題
の
対
策
の
論
点
血
管
障
筈
で
起
と
る
痴
呆
。
こ
の
こ

れ
ず
ウ
ロ
ウ
ロ
と
歩
言
わ
る
さ
つ
実
が
不
可
欠
で
は
な
い
か
と
し
た
。

地
域
を
利
用
し
た
り
世
需
の
中
で
の
は
、
女
性
と
襲
と
老
後
、
そ
れ
に
り
る
た
め
の
条
件
が
不
足
し
て
い
る
的
に
自
立
を
し
て
い
て
も
生
活
面
に
の
中
で
具
語
な
役
聖
果
た
す
方

配

一
は
H

寝
た
き
り
た
な
患
い
と
と
。
つ
を
明
確
に
す
べ
き
」
と
し
、
い
わ
に
な
り
、
ス
ト
レ
ス
が
貯
っ
た
あ
げ
ま
た
、
年
を
と
っ
た
人
で
も
伺
か
話
し
合
い
童

め

て

い

く

と

と

が

必

対

応

等

に

つ

い

て

、

現

在

の

女

房

自

立

で

き

て

い

な

い

。
今
の
若
い
男
警
見
つ
け
て
い
く
乙
と
だ
と
o

f

昔
話
器
官
、
，
氏
魔の午前
4
時

病

〆

と

噌

時
龍
三
時
中
高

一つ話坊川町立翌日誌
mw一説
副

州

‘

4

一

?

こ

学

て均一付野区間関誌詰詩

一
何
事
言
語
諸
湯
量
苅
昨
介
護
施
設
を
ふ
や
せ
ぬ
似

襲
首
都
誌
な
は
世
界

4aa--司

-

J

-

、

aa.

，a、
白
万
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。
男
性
テ
ィ
ア
条
例
」
の
制
定
も
と
い
う
提

く
う
つ
病
に
な
る
と
い
う
も
の
。

‘

‘

‘

，

，

F

'

F

F

・

-F

・

に
協
力
大
迂
る
必
要
が
あ
る
と
い
っ
築
も
出
さ
れ
た
。

の

お

詰

時

間

男

性

も

協

力

さ

せ

て

叶

ぺ

た

慧

詳

し

て

保

い

許

諾

認

す

ケ

て

い

く

号

室

に

星

士

寸

ヨ

化

母
の
資
警
と
っ
て
役
に
立
つ
実
と
れ
は
福
祉
教
育
に
も
か
か
わ
き

に
ふ
さ
わ
し
い
ボ
各
あ
る
の
だ
か
活
動

2で
ス

ポ

ッ

よ

き

て

い

撃

と

い

う

こ

と

弓

勢

の

間

震

か

亀

を

号

、

自

会

T

-〆
に
な
り
た
い
な
岩
製
あ
げ
、
東
と
。
学
一
習
圭
大
事
だ
し
、
芸
、

る
人
、
仕
妻
痔
っ
て
い
る
人
た
ち
ま
た
、
高
目
撃
問
題
は
女
の
問
題
分
が
い
ざ
老
一
零
迎
え
た
時
、
ど
ん

曾
・

3

a崎
置

震
は
「
六
(
)
歳
以
上
に
定
年
を
の
基
宏
容
埋
葬
迄
緑
化
さ
せ
て

は
美
し
く
若
々
し
い
と
と
も
確
か
、
で
あ
り
男
の
問
題
に
も
速
が
る
。
女
な
老
人
に
な
り
た
い
か
な
ど
具
体
的

M
川
凶

V

、
咽
場
四

ば
せ
と
い
う
声
が
男
性
に
各
め
が
、
ほ
し
い
と
い
っ
た
意
見
が
出
た
。

氏

と

選

べ

弓

が

老

警

君

、

施

撃

ア

で

も

女

な

重

出

さ

れ

た

o

I

p

j

一

号
し
毒
自
分
の
男
が
職
場
喜
の
小
霊
は
「
高
齢
化
社

人

「
家
庭
・
{
家
族
」

が
テ
が
低
賃

2
見
舞
価

2
老

人

番

手

る

お

|

こ

b
t刻
に
適
手
る
か
と
忌
、
老
化
の
現
金
大
変
な
問
題
だ
し
覚
悟
が
必

文

l
マ
の
第
二
雲
は
急
手
る
家
人
介
警
し
な
い
女
性
の
た
め
に
働
乙
の
警
官
強
く
、
参

(4) 

-老~%

齢:
化;
社::
辺~. ・-
2X~: 

猿:
科:-
・2SU

討:;
oRB¥: 

(
一
面
続
き
)

い
か
に
し
て
自
立
す
る
か

〈水曜日〉

武
蔵
嵐
山
で
の
全
国
婦
人
教
育
交
流
集
会
二
回
目
の
分
科
会
で

は
、
各
部
会
「
〉
」
の
テ
!
マ
に
沿
っ
て
討
議
。
一
一
一
日
目
の
会
夜
会
に

持
ち
、
会
志
れ
た
が
、
テ
ー
マ
に
関
係
な
く
提
翠
C
れ
る
の
が
H

女
の

自
立
M

H

男
の
自
立
M

。

老
人
介
殺
と
い
え
ば
、
女
均
寿
命
の
畏
い
女
の
老
後
は
ぎ
J

な

合帝 f、，来斤目有国~ 

、
ッ
.卜

ナ
イ
ト
ク
ロ
ス

(第三種郵便物認可)

深
夜
、
風
の
立
易
収
録
し
て
い
た

映
画
会
社
の
音
響
効
果
マ
ン
・
ジ
ャ

ッ
ク
・
テ
リ
l
へ
ジ
ョ
ン
・
ト
ラ
ボ

ル
タ
)
は
、
た
ま
た
ま
自
動
車
商
事
故

ニュースキャ スターからの電路に疑問を持ったジャッ ク

は、サリーをおとりとして現場に向かわせた。

第 664号

る
の
か
。
行
政
は
と
っ
対
応
で
き
る
の
か
。
老
人
人
口
の
増
加
に
伴
一
一

っ
て
岐
路
に
立
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
在
り
方
な
ど
未
だ
実
在
感
の
な

一一

ぃ
、
だ
が
、
ヒ
タ
ヒ
タ
と
確
実
に
押
し
寄
せ
る
高
野
窪
巨
対
す

=

る

模

索

が

報

告

さ

れ

た

。

一

一

ン
ド
司
ジ
ャ
ッ
ク

・
テ
リ
ー
が
効
制
影
の
実
験
し
て
い
た
す
丁

・
カ

県
南
を
取
っ
て
い
る
時
の
フ
ク
ロ

l
プ
へ
テ
ニ
ス
・
フ
ラ
ン
ツ
)
と
い

ゥ
、
カ
エ
ル
の
出
し
方
が
お
も
し
ろ
う
カ
メ
ラ
マ
ン
が
、
連
続
写
真
を
あ

か
っ
た
ナ
。
る
週
刊
誌
に
掲
載
し
た
こ
シ
湊
」
知
つ

A
:
・
こ
れ
震
後
に
え
う
つ
も
り
だ

て
、
自
分
の
宵
去
口わ
せ
て
み
た
。

っ
た
ん
だ
け
ど
、
最
後
の
花
火
の
シ
A
・:確
信
を
得
た
彼
は
、
全
て
の

l
ン
が
実
に
き
れ
い
だ
っ
た
。
資
料
を
鴨
川
察
に
持
ち
込
み
、
あ
れ
は

K
:
・あ
っ
、
独
立
記
念
日
の
祭
の
殺
し
だ
と
訴
え
る
が
、
す
で
に
堕
乎

時
で
し
ょ
う
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
は
の
び
て
い
き
、
音
は
消
滅
さ
れ
て

が
舞
行
に
な
っ
た
の
だ
け
ど
、
法
物
い
た
。

ゃ
風
景
な
ど
、
ほ
ん
と
つ
に
表
レ
く

K
---こ
の
情
報
を
つ
ぶ
す
た
め
に

執
助
な
組
織
の
追
跡

〈
い
い
た
い
政
談
〉

A
:
・
カ
メ
ラ
ワ
l
ク
抜
群
/

k
:
さ
す
が
ビ
ル
モ
ス

・
ジ
グ
モ

ス
リ
ル
満
点
、
光
る
技
術

写
し
出
さ
れ
て
い
る
わ
ね
。
敵
は
あ
ろ
ゆ
る
草
#
う
く
し
て
く
る

A
:
ス
ト
ー
リ
ー
に
も
ど
る
と
、
わ
ね
。

川
に
沈
ん
だ
車
の
巾
か
ろ
、
サ
リ
l

A

E
--サ
リ
ー
を
消
す
た
め
に
、
変

・
ベ
デ
ィ
ナ
ヘ
ナ
ン
シ
l
・
ア
レ
ン
)
質
者
の
連
続
殺
人
事
件
は
や
っ
て
の

が
ジ
ャ
ッ
ク
・
テ
リ
l
に
枚
出
さ
れ
け
る
。
盗
聴
は
す
る
。
押
し
込
み
に

た
と
と
か
ら
始
ま
る
わ
け
ね
。
人
る
。

K
:そ
し
て
、
死
ん
だ
男
が
次
期

K
-
結
局
、
ジ
ャ
γ
ク
が
針
祭
に

大
統
領
候
補
だ
っ
た
て
と
と
が
、
乙
持
ち
込
ん
で
、
何
も
宗
入
つ
て
な

の
二
人
に
と
っ
て
の
不
運
の
約
ま
り
い
と
っ
き
返
さ
れ
た
テ
1
7だ
っ
て

だ

っ

た

。

圧

力

が

か

か

っ

て

た

の

か

も

ね

。

ど

A
:
・
誰
か
に
狽
わ
れ
て
い
る
の
だ

『2
も
、
内
祭
が
上
層
部
に
弱
い
の
は

が
、
そ
の
誰
か
が
解
ち
な
い
。
万
国
共
通
の
よ
う
ね
。

K
・:
ジ
ャ
ッ
ク
は
そ
の
時
に
高
速

A
-:日
本
の
ロ

ッ
キ
ー
ド
も
を
つ

宮
ア
ト
ピ
1
性
素
堅
持
つ
人
一
マ
化
粧
品
の
選
び
方

は
、
化
粧
品
房
ニ

5
二
週
間
使
『
メ
こ
そ
れ
で
は
肌
の
弱
い
人
は
ど
ん
な

肌
に
赤
味
が
出
て
炎
症
を
お
と
し
ま
正
粧
品
を
選
び
、
日
常
生
活
用
り
上
で

叫
す
。
と
の
肌
の
人
は
顔
の
肌
一
が
普
通
エ
ヤ
ん
な
乙
と
に
気
を
つ
け
れ
ば
よ
い

咽
で
も
、
体
に
細
か
い
フ
ケ
の
安
J

な
一
の
か
1
10

鱗
屑
が
生
じ
て
い
る
と
と
も
あ
る
の
一
資
枠
蜜
実
容
線
長
の
金
子
腐
子
さ

で
、
化
粧
昂
の
使
用
に
つ
い
て
は
皮
一
ん
叫
現
在
皮
虜
震
の
あ
る
人
は
、

v

膚
科
専
門
医
に
相
談
す
る
必
票
あ
一
化
粧
品
の
使
用
を
中

t、
専
門
医

一

芸

す
。

一

に

か

か

る

と

屯

医

師
の
指
導
の
も

②
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
も
皮
虜
科
専
一
と
に
化
粧
昂
の
使
用
許
可
さ
れ
た
場

門
医
の
診
断
和
受
け
原
因
を
確
か
め
一
合
に
は
次
の
と
と
に
注
意
し
て
」
と

る
必
要
が
あ
り
宇
宰
J

。

一

言

っ

て

い

ま

す

。

私
た
ち
は
、
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
、
一
の
は
大
別
す
る
弁
⑦
ド
ラ
イ
ス
キ
ン
一
③
の
肌
は
具
体
的
に
は
う
ぶ
£
在
一
ま
ず
、
一
日
三
回
以
よ
の
洗
顔
・

排
気
ガ
ス
や
煤
煙
な
ど
飢
の
健
康
に
一
に
多
い
ア
ト
ピ
l
性
皮
膚
炎
②
ア
レ
一
そ
っ
た
後
や
過
度
の
洗
顔
、
マ
ッ
サ
一
マ
ッ
サ
ー
ジ

・
パ
ッ
ク
は
し
な
い
よ

好
ま
し
く
な
い
も
の
に
取
り
囲
ま
れ
一
ル
ギ
l
性
の
肌
③
一
時
的
に
刺
綴
性
了
ジ
、
一
度
外
で
紫
外
線
を
浴
官
接
一
う
に
。
化
粧
品
は
弱
い
肌
用
の
お

て
生
活
し
て
い
ま
す
。
さ
ち
に
春
先
一

i
i
i
i
i
i
i
i

一
か
ち
選

g嬰
香
水
分
譲
③
油

こ
同
空
気

5
2繁一
見

こ

さ

ヒ

E
p
r

一
装
警
ポ
イ
ン
ト
に
手
入
れ
莞

増
加
し
た
り
、
き
い
震
の
章
一

則

l
会
う
'
1粧
口

日

を

一
ク
レ
ン
ジ
ン

Z
洗

い

流

言

で
一
周
肌
に
負
担
が
か
か
り
一
宝
9
く

一

一

イ

プ

、

水

分

補

給

の

た

め

に

低

ア

ル

な
っ
て
い
ま
す
。

一

春

は

気

候

の

影

響

受

け

易

い

一

コ

ー

ル

民

主

委

界

補

給

一
般
に
弱
い
肌
の
人
と
い
う
の
は

一

一
と
肌
の
ガ
l
ド
の
た
め
に
は
高
純
度

自
称
奪
回
め
三

O
Z超
え
る
と
言
一

i
i
i〈
t
i
t
i
i
一
精
製
油
を
使
っ
た
ク
リ
ー
ム
、
乳
液

い
ま
す
か
、
そ
の
中
に
は
化
粧
品
の
一
の
高
ま
っ
て
い
る
肌
、
の
三
つ
に
分
一
な
ど
の
飢
。
こ
の
時
普
段
の
化
粧
昂
一
を
選
ぶ
こ
と
で
す
。

使
用
が
可
能
な
肌
と
全
く
化
粧
品
の
一
か
れ
ま
す
」
へ
日
本
医
科
大
学
付
属
第
一
を
使
『

2肌
が
ピ
リ
ピ
リ
し
た
り
赤
一
い
ず
れ
も
肌
の
状
雲
」
み
な
が
ち

使
え
な
い
肌
が
あ
り
ま
す
。
一
一
病
院
皮
虜
科
部
昼

・
本
田
光
芳
一
く
な
っ
た
り
-レ
志
す
。
乙
の
場
合
は
一
一
口
m
づ
っ
試
し
、
肌
に
合
っ
た
化
粧

「

医

学

的

に

見

て

弱

い

肌

と

い

う

一

氏

)

保

健

康
な
状
態
に
事
ま
で

一
時
一
者
数

・
品
種
と
も
景
降
毎
つ

的
に
化
粧
品
の
使
用
は
政
け
ま
し
ょ
一
こ
と
に
し
ま
レ
ょ
う
。

う

。

一

ま

た

、

健

や

か

で

表

U
い
肌
を
保

い
ず
れ
の
望
月
九
し
で
も
、
肌
に
一
つ
た
め
に
大
切
な
と
与
、
栄
養
の

異
常
が
認
め
ら
れ
た
ち
、
化
粧
品
の
一
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
適
世
在

使
用
を
中

t、
信
用
雲
皮
膚
科
一
章
、
充
分
な
睡
眠
室
り
、
、
お

専
門
医
の
診
断
、
指
導
薪
受
け
る
べ
一
健
康
を
保
つ
こ
と
で
す
。

き

で

す

。

(

資

料

提
供

資
生
堂
)

だ
け
ど
、
大
衆
に
訴
え
た
方
が
い
い

と
マ
ス
コ
ミ
に
の
せ
る
乙
介
添
」
決
心

し
た
・
:
:。

K
:
T
V
局
の
ニ

ュ
ー
ス
キ
ャ
ス

タ
ー
は
事
々
と
し
て
や
っ
て
く
る
ん

だ
け
ど
も
ネ
:
。
そ
れ
に
し
て
も
ア

メ
リ
カ
の
マ
ス
コ
ミ
界
と
い
う
の
は

ス
ク
ー
プ
に
対
あ
る
情
熱
が
も
の
す

ご
い
有
ロ
ッ
キ
ー
ド
に
し
た
っ
て

ボ
ス
ト
ン

・
ポ
ス
ト
の
記
者
が
す
っ

ぱ
抜
い
た
わ
け
で
し
ょ
う
?
日
本
じ

ゃ
あ
り
得
な
い
な
。
圧
力
が
か
か
る
。

A
・:
日
本
と
違
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ス

キ
ャ
ス
タ
ー
は
絶
大
な
る
力
を
待
っ

て
る
の
で
、
キ
ャ
ス
タ
ー
に
情
報
を

売
り
込
む
け
れ
い
宍
そ
の
電
話
を
盗

聴
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、
サ
リ
1
は
敵

の
手
に
・
・
:
。

K
-
ジ
ョ
ン

・
ト
ラ
ボ
ル
タ
が
結

構
、
い
い
演
技
し
て
た
と
忠
わ
な
い

?
「
サ
タ
デ
l
ナ
イ
ト

・
フィ
l
パ

l
」
や
「
グ
リ
l
ス
」
の
時
は
オ
カ

マ
チ
ッ
ク
な
感
じ
が
し
た
け
ど
ね
5

A
・
:
何
と
い
っ
て
も
カ
メ
ラ
ワ
ー

ク
よ
。
華
麗
で
し
か
も
、
相
手
の
正

体
を
見
破
れ
な
い
怖
ろ
し
さ
可
ひ
さ

立
C
に
面
白
い
映
画
匂

K
・
・
・
ス
ト
ー
リ
ー
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
映
画
作
り
の
観
点
で
技
術
面

が
光
る
映
画
だ
った。

(日
本
へ
ラ
ル
ド
映
画
配
ち

聞
の
u
h

-
女

職

f

i
-い討

'
y司
町
一

.
-トゴ

司
↑

r
」巾

色
、
乙
の
時
か
A
矯
神
衛
生
、
健
康

弘

に

書
事
必
要
が
あ
る
」

一
経
ケ
ま
た
、
「
美
し
い
老
年
期
」
な
ど

一
と
一
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
が
、
そ
ん
な

棚
就
と

ド
ラ
マ
み
た
い
に
老
年
期
を
袈
レ
く

潮
「
/

は
迎
え
ら
れ
る
は
ず
は
な
い
、
と
も
。

会
欠
部
可

「
年
を
と
る
と
内
間
的
に
も
み
に

三
不

く
さ
が
出
る
も
の
。
向
分
の
持
っ
て

2

h
い
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
離
れ
た
く
な
い

と
い
っ
た
自
我
が
働
い
て
く
る
の
で

す
。
と
れ
を
い
か
に
外
に
出
さ
ず
に
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を
目
撃
。
し
か
も
、
彼
の
テ
l
プ
は
が
、
観
客
に
固
ず
歩
あ
ま
せ
る
。

パ
ン
ク
の
立
局
前
の
銃
怒
も
キ
ャ
ッ
ス
タ
ッ
フ
は
、
制
影
監
許
は
「
未

チ
し
て
い
た
。
そ
の
車
に
乗
っ
て
い
知
と
の
遭
遇
」
で
ア
カ
デ
ミ
ー
白
川
削

た
の
は
、
次
期
大
統
領
の
有
力
な
俣
影
貨
を
受
賞
し
た
、
あ
の
ビ
ル
モ
ス

補
者
で
、
そ
の
車
に
同
乗
し
て
い
て

・
ジ
グ
モ
ン
ド
、
編
集
は
「
ス
タ
ー

助
け
ら
れ
た
女
性
と
、
音
響
マ
ン
が
ウ
ォ

1
2
「
キ
ャ
リ
ー
」
な
ど
の

組
織
に
、
執
勧
に
追
跡
さ
れ
る
。
組
ポ
l
ル
・
ハ
l
シ
ュ
、
美
術
は
「
ク

織
の
ワ
ナ
を
か
い
く
ぐ
っ
て
真
相
を
レ
イ
マ
l
ク
レ
イ
マ
l
」
「
カ
ッコ

解
明
し
ょ
ヨ
と
す
る
二
人
の
階
時

l
の
巣
の
上
で
」
の

JTル
・
シ
ル

デ
・
パ
ル
マ
得
意
の
サ
ス
ペ
ン
ス
パ
l
卜
、
音
楽
は
「
殺
し
の
ド
レ
ス
」

の
ピ
ノ
・
ド
ナ
ジ
オ
と
超
一
司

¥ 

バリ
F

4
¥
h
k
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¥
¥
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る
か
ら
覚
悟
を
さ
め
る
こ
と
。
家
族

単
位
で
処
理
で
き
な
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
地
峻
援
助
が
必
要
だ
し
、
と

れ
か

A
6高
齢
化
社
会
の
到
来
と
と

も
に
不
可
欠
に
な
る
」
と
績
ん
だ
。

「
学
習
」
を
テ
l
マ
に
し
た

第
五
部
会
で
は
、
様
々
な
間
思
y
kり

か
ら
み
の
中
か
ら
、
埜
耳
教
育
、
生

涯
教
育
を
新
し
い
視
点
で
考
え
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

学
習
と
実
践
と
の
関
わ
り
と
問
題
点

な
ど
に
つ
い
て
意
見
守
弘
吉
れ
た
。

今
回
、
各
地
で
高
齢
者
に
対
す
る

社
会
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
年

よ
り
は
年
よ
り
の
集
団
に
追
い
や
ら

れ
が
ち
。
し
か
も
、
設
か
が
お
膳
立

て
を
し
た
も
の
を
や
A
天
」
れ
て
お
り

い
つ
も
客
体
に
あ
る
。

だ
が
、
高
齢
化
社
会
の
問
題
は
女

の
問
題
で
あ
り
男
の
問
題
で
あ
り
、

み
ん
な
の
問
題
刊
、

こ
う
し
た
乙
と
か
ら
、
今
ま
で
の

世
代
別
の
学
習
か
ら
一世代
を
越
え
て

の
学
習
へ
1
1ゲ
1
ト
ボ
l
ル
ば
か

り
で
は
な
く
、
社
会
の
中
に
生
去
る

年
ぃ
的
正
し
て
の
学
習
活
動
、
ひ
い

ずほ
t
暑
が
年
よ
り
や
高
齢
化
基

を
見
つ
め
る
自
を
撃
2
」
と
に
も
な

る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
放
送
大
学
や
大
挙
ゐ
公
開

鰐
穫
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど

学
習
の
内
容
も
高
度
で
鰐
臨
筒
形
態

も
多
様
化
し
て
き
て
い
る
。
乙
の
中

で
新
U
い
仲
間
高
出
会
い
、
柔
撃
d

を
身
に
つ
り
る
の
も
一
つ
の
方
法
で

は
な
い
だ
る
っ
か
。

「
学
習
は
、
ど
っ
ち
私
的
な
学
習

ー
ー
や
り
た
い
人
だ
り
が
や
る
ー
ー

に
と
y
ま
れ
が
ち
。
一
九
六
O
年
を

湾
地
域
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

自
分
が
学
ん
だ
も
の
が
p
vつ
地
域
で

活
か
し
助
け
合
い
生
き
て
い
く
力
を

昔
ほ
み
な
持
っ
て
い
た
は
ず
だ
」
(
小

林
民
)
と
れ
か
ら
は
地
域
の
内
面
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
連
が
る
学
習
を
考
司
え
る

時
期
に
き
て
い
る
と
窪
言
。
勝
義
で

営
ん
だ
こ
と
が
自
分
の
財
摩
と
地
域

の
財
産
に
、
埜
古
的
な
力
と
な
る
学

習
を
進
め
い
や
っ
、
と
し
た
。

ま
た
、
安
定
し
た
老
後
の
生
活
を

求
め
る
た
め
に
、
生
涯
教
育
盤
面

活
動
へ
の
参
加
や
ボ
々
な
い
た
め
の

意
銭
形
成
と
釧
終
特
に
男
件
安
E

社
人
聞
か

A
6回
復
な
ど
が
意
見
と

し
て
出
さ
れ
た
。

ピキー。

はきごこち、快晴。
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司圃圃・

ミ士スの疋に、

風を総たずに、風と遊んでしまう。光を拒

まず、光にひたってLまう。目を奪う足元

1:1.t.、このことだとJ思います。ハッシュバピー

レディスサンダル。製法 I.t.カリフォルニア

プラット式。あの坂道の多いカリフォルニアで

M来通に歩ける、安定性を第一につ〈りま

した。底はかえりのよL、合成フレー?;，軽〈、

ハッと足が目覚めるソフトな足当りです。

街で、自然の中"t"，どんな着るファッシ謂ンに

もフ4ッ卜 Lます。きあ、カラフルに、軽f夫

に。内絡ですカ仁3歳I.t.若〈見られますよ。
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